
信用保証協会は、中小企業のみなさまが事業資金の融資を受けられる時に、公的な立場でバックアップいたします。

LINE、X、Instagramによる情報発信をしています！！

右のＱＲコードをお読みいた
だき、お友達登録やフォロー
をお願いします。 LINE X Instagram

●「国際フロンティア産業メッセ2024」にグループ出展しました

●「2024 ひょうご信用創生アワード」 ～観覧者を募集しています～

●日本政策金融公庫と共同勉強会を開催しました

●日本政策金融公庫が主催する座談会に参加しました

●事業者支援の能力向上講座を受講しました

●当協会のSDGsトピックス
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先進テクノロジーでDX支援。テレロボット、
3Dデジタルツイン、生成AIを活用して生産
性向上をご提案します。

「テクノロジーで海に恩返しをする」が経営
理念。超音波で海中の魚１匹１匹を識別す
る特許技術が強みです。

 iPresence（株） 様

これからの水素社会を支える燃料電池を採用
した発電装置を販売。持ち運び可能な「発電
装置」であなたの生活を「脱炭素」にします。

建築物、産業設備で必要な設備機器や建
築金物をお客様のニーズに全力で寄り添い
形にします。

無垢材やMDF、合板などで製作する木製タ
イル。レーザー加工機により小ロットでも自
由なデザインで制作できます。

来年創業130周年を迎える世界一の技術力
を目指すパンチングメーカー。メリケンパー
クのフィッシュダンスは奥谷の金網です！

01 「国際フロンティア産業メッセ2024」にグループ出展しました

　9月5日、6日、神戸国際展示場で開催された西日本最大級の総合展示会「国際フロンティア産業メッセ2024」に当協会をご利

用いただいている事業者19者の皆さまとグループ出展を行いました。

　当協会のブースでは、多くの方々に保証協会を知っていただくため、パネルの展示やパンフレットの配布などにより、信用保証

のしくみや各種保証制度の紹介を行いました。

　また、グループ出展を行った事業者の皆さまは、それぞれ工夫を凝らしたブース展示を行い、具体的な販売に結び付く商談や

新商品のPRの場として大いにご活用いただきました。

グループ出展事業者
のご紹介  （五十音順）

今年度、当協会のグループとして出展を行った事業者の皆さまをご紹介します。
魅力的な商品・サービスや高い技術力を持ち、それぞれの業界で活躍されています。
ご興味をお持ちの方は、ぜひお問い合わせ下さい。

（株）AquaFusion 様 アビオス・エンジニアリング（株） 様

 （株）オー・エム・ピー 様エージーディーピー（株） 様  （株）奥谷金網製作所 様
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図面に係わるデータ編集作業を主にデータ
入力・変換・出力のほか、展示会のブースの
デザイン・提案を行います。

巻線コイル製品化.ユニット組立など電子
部品の開発・試作・製造・販売までを一貫し
て行い、60年の経験と実績があります。

デジタルサイネージでお客様とのコミュニ
ケーションをより効果的に。設置から制作・
運用までトータルでサポートします。

EＵの環境基準をクリアした水性接着剤を
販売。また、靴やバッグなど革製品のOEM・
ODMも請け負っています。

「技術」「環境」「エネルギー」「健康」をキー
ワードに社会貢献できる企業を目指してい
ます。

医療用手術支援ロボット向けの3Dシステムを
はじめ、先進医療における映像・情報ソリュー
ションをワンストップで開発・提供いたします。

手動運転装置＆左アクセル付レンタカーの
専門店。障がい者の方が自分で運転できる
よう特別に架装されています。

金物を一切使わず"木と紐と人と"で組み上
げ、唯一無二の技法により空間と用途に合
わせた形を表現します。

天然ゴムにこだわり、大口径ゴムバンド・ス
トッパーバンド等を開発。耐候性など用途
に応じたゴムバンドも生産しています。

ノベルティグッズの企画製造販売を通して、
販売促進・利便性・業績向上など、お客様の
問題解決を目指します。

電気通信工事を通じて笑顔あふれる地域
社会の実現を目指します。省エネに特化し
た商品も取り扱っています。

革製品の企画・製造・販売。MADE IN  
JAPANに拘り、職人の手作業により1つ1つ
丁寧に製造しています。

建築土木領域を中心に50種類以上のセン
サやLiDERと複数の通信を活用し新たな
IoTソリューションを提供します。

グループ出展事業者のご紹介

 （株）神戸設計ルーム 様（株）キタモトテック 様  （株）三電社 様

 （有）新幸産業 様 （株）ジェイアンドダブルトレーディング 様  （株）スカイジェット・メディカル 様

 （株）タスク 様 （同）大山井 様  東華護謨工業（株） 様

（株）服部 様 （有）ニシムラサービス 様  FatheR（BajoLugo） 様

（株）Ｍｏｍｏ 様

出展の様子を含めて、事業者の皆さまに有用な情報を発信して

いますので、こちらからチェックをお願いします。

LINE InstagramX
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02 「2024 ひょうご信用創生アワード」 ～観覧者を募集しています～

神戸三宮駅

神戸三宮駅元町駅
三ノ宮駅元町駅

阪神電車

阪急電車

市営地下鉄

山手幹線
加納町
交差点

ト
ア
ロ
ー
ド

鯉
川
筋

兵庫県庁

相楽園

JR

三宮駅

県庁前駅
生田
神社

ラッセホール

　当協会が事務局を務める兵庫県地域支援金融会議では、参加機関による金融、経営支援を受け、優れた成果を上げた事例を

顕彰し、支援機関や事業者の皆さまと情報共有することを通じて、地域経済の発展に寄与することを目的とした「2024 ひょうご

信用創生アワード」を以下のとおり開催します。

　当日は、多くの応募の中から「優秀事例（6事例）」に選ばれた支援機関、事業者さまによるプレゼンテーションを経て、最終選

考を行い、最優秀事例等を発表します。

　金融機関や支援機関の皆さまにとって事業者支援の参考になることはもとより、事業者の皆さまにとっても、これからの事業

展開を考えるヒントとなりますので、ぜひ会場でご観覧下さい。

　皆さまのご来場をお待ちしています。

03 日本政策金融公庫と共同勉強会を開催しました

　9月2日、当協会と日本政策金融公庫は、連携して事業者支援を行い地域経済

の活性化に貢献するため、「業務連携・協力に関する覚書」に基づいた「業務連

携に係る情報交換及び共同勉強会」を開催しました。

 当日は、日本政策金融公庫の職員12名、当協会の職員12名が出席。融資・保証

の制度や経営支援に関する取り組みについて情報交換を行い、事業者への支援

に協力して取り組んでいくことを確認しました。

　今回の勉強会を契機に、両者の連携体制をこれまで以上に強化し、厳しい経

営環境下で努力する事業者の資金繰りや経営改善、さらには創業、事業承継へ

の支援に積極的に取り組んでまいります。

令和6年 14：00 ～ 16：0011  　［木］7
会 場 ラッセホール （兵庫県神戸市中央区中山手通4-10-8）
内 容 １．応募事例のプレゼンテーション

２．最終選考、最優秀事例の発表
３．講評

申込方法 観覧を希望される方は、当協会ホームページを
ご覧の上、所定の方法でお申込みください。

主 催 ひょうご信用創生アワード実行委員会 
（兵庫県地域支援金融会議）

詳しくは
こちらから

入場
無料

前回（2023年）の開催の様子
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SDGs トピックス当協会の

くるみん認定を受けました
　当協会は、仕事と子育てが両立した職場づくりに取り組んでおり、8月21日、
「子育てサポート企業」として認定され、「くるみんマーク」※ を取得しました。

本取組がSDGs達成に
繋がるゴール

04 日本政策金融公庫が主催する座談会に参加しました

　９月19日、「スタートアップ×金融機関がホンネで語る資金

調達座談会（THE段階）」と題したセミナーが開催され、当協

会職員がパネラーとして参加しました。

　当日は、スタートアップ企業が借入により資金調達を行う

際の課題などについてディスカッションが行われ「初めて借

入する時は、何を用意すれば良いのか分からなかった」「金

融機関の担当者と腹を割って話すことが大切だ」といった意

見が出されました。

　今後、今回のイベントで得た事業者の声などを参考に

スタートアップの資金のニーズを適切に把握し、スピーディか

つタイムリーな支援につなげてまいります。

05 事業者支援の能力向上講座を受講しました

　８月１日、２日に内閣府プロフェッショナル人材事業兵庫

県戦略マネージャーの亀井 芳郎氏を講師にお迎えし、「課題

抽出サポート力向上講座」を受講しました。

　当日は、経営支援業務に携わる職員など34名が、同事業

のフレームワークを活用した課題抽出の手法を学んだ後、

グループワークにより具体的な事例に取り組み、知識の定着

を図りました。

　今後、この講義での学びを課題の適切な抽出と的確な解

決支援につなげ、地域経済の担い手である事業者の皆さま

の継続・発展のために活かしてまいります。

※「くるみんマーク」とは、次世代育成支援対策推進法に基づき、一般事業主行動計画を策定し
た企業のうち、計画に定めた目標を達成し、一定の基準を満たした企業が「子育てサポート企
業」として、厚生労働大臣に認定（くるみん認定）され、この認定を受けた企業の証が、「くるみ
んマーク」です。

くるみん認定の
詳細は
こちらから
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Financia l  Inst i tute

I N T E R V I E W
金融機関インタビュー

　2024年4月より、広畑・大津・網干3支店の

営業エリアをグループ化し、2人の支店長を

配置して、前田が広畑エリアを中心に全グ

ループ統括、小松原が大津・網干両店舗と渉

外担当者の連携管理を担っています。日本

製鉄瀬戸内製鉄所がある広畑エリアは、同

社を取引先に持つ製造業のお客様が多い地

域です。大津エリアは新興住宅地が広がる、

比較的若い一般個人取引のお客様が多いエ

リア。網干エリアは大手メーカーを取引先と

する製造業者や水産物関連卸売業者など、

法人のお客様が中心となっています。

〒671-1121
姫路市広畑区東新町2-32
☎ 079-236-3211

姫路信用金庫
広畑支店

姫路信用金庫
広畑・大津・網干グループ
グループ長 兼 支店長

前田 英毅 様

「スϐード感のある࢓事が͓٬༷の感動を生Ή」をモットーとして、ৗにૉ早い対応を
৺ֻけています。ಛに広ാ支ళにব外୲౰者を集໿させたことから、大௡・໢ׯ支
ళのళฮ内୲౰者とব外୲౰者たちのスϜーζな連ܞがਤられるよう体੍のڧ化
をਤっています。法人・ݸ人の͓٬༷のごཁ望にૉ早く͓ 応えし、エリアશ体での存
在感を高めています。

貴店のモットーを教えてください。

このたび3つのエリアをまた͙グルーϓとなったことから、֤ ஍Ҭの৘ใ共༗をߦうこ
とで、それͧれのڧみをશ体のために活かしていきたいと考えています。またব外୲
౰者を౰ళに集໿したことで、若手・中ݎ・ベテランの世代間交流が活発になってい
ます。同ߦ営業による若手へのϊ΢ϋ΢ܧঝや、若手の৽઱な発想の活用などで、職
һの間にとてもྑいܹࢗが生まれています。

貴店の強みを教えてください。

౰ۚݿの2024～2026年౓ܦ営ܭ画のテーマは「೔ຊ一৴用ۚݿらしい৴用ۚݿへ
～஍Ҭのために、ひとのために」。今後もさらに஍Ҭに親しまれることで、ਅっ先に
「ひめしんに相ஊしたい」と思われる存在を目ࢦしていきます。ࡁܦの血液である͓
ۚをճし、஍Ҭを元気にすることがひめしんの使命。また、஍Ҭの中খ企業の͓٬༷
を活性化させることが、஍Ҭશ体の発展につながると考えています。

今後の展開について教えてください。

「൐૸支援ܕಛผอূ੍౓」が6月にऴ了し、�月以߱はۚ༥ػ関提ܞอ 「ূඈ༂
	ひやく
」、ひΐうご発展支援อ 「ূリードЋ」、4%(T支援อ 「ূステッϓ」を活用して
います。また、世代交代を考えて͓られる͓٬༷も૿え、今後はܦ営者อূ不ཁの֤
੍౓を活用して事業ܧঝを支援したいと思います。

保証付き融資を推進する際に、

活用している商品を教えてください。

姫路信用金庫
広畑・大津・網干グループ
支店長

小松原 友紀様
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越知川名水街道
自転車下り

ӽ஌川は、ฌݝݿのほ΅中ԝにҐ置する神Տொにあるňઍϲ
ๆࢁ࿢ŉをݯ流とするࢢ川の支流です。ňӽ஌川名ਫ֗ಓ自స
ंԼりŉは、2000年から࢝まった神Տொののどかな෩ܠを自స
ंで८るޫ؍イベントです。スλート஍点はň৽ా;るさとଜŉ
で、ここからӽ஌川ԊいのԼりࡔを、のんびりとϖμルを૨い
で神Տொのܠ৭をָしみます。ň৽ా;るさとଜŉまでは、࿏線
バスに自సंをࡌせてҠ動するため、ň気ܰにࢀՃできるŉと
人気を博しています。	期間ʗ3月຤頃から11月຤・自సं持ち
込み可・׬શ༧໿੍


神河町

砥峰高原の保全と管理の拠点で
あり、野外活動、自然観察を楽し
むベースキャンプとして整備されま
した。 展望テラスからは、草原一
帯に広がるススキが見渡せます。

グリーンエコー笠形
アルパカ、カビパラや鷹、フクロウ
などと触れ合える農村公園。 バー
ドショーやアルパカのお散歩など
のイベントの他、パンやピザの手
作り体験もできます。

ヨーデルの森
キャンプ場、ウッドハウス、コテー
ジ、多目的グラウンドなどの充実
した施設が整備されたアウトドア
の拠点です。 施設内の｢光明石準
天然温泉｣も人気です。

とのみね自然交流館

〒679-3112 神崎郡神河町鍛治142番地47
0790-34-1001
https://www.kamikawa-navi.jp/

（一社）神河町観光協会　

詳しくは
こちらから

〒679-3104 神崎郡神河町川上801

0790-31-8100（とのみね自然交流館）

https://www.kamikawa-navi.jp/
guide/spot/795

詳しくは
こちらから

͓ ち が�わ

砥峰高原
手つかずの自વが࢒るฌݝݿを代表する自વのڷです。�य़には
可࿁なՖが࡙きཚれ、初Նをܴえると高ݪならではのྋしい෩が
訪れる人をܴえてくれます。�ಛに人気なのは、໿90Iaもの広大な
ススΩの高ݪです。�ळになると、ۜ ৭のึが೔のޫにًき、感動
するほどのඒしさをތっています。�ススΩの見頃は9月Լ०から
11月上०で、見頃のϐークをܴえるのは10月中०となります。

©神河町観光協会



　乳がんと診断される患者の数は年間95,000
人弱。国内女性の9人に1人がかかるといわれて
いる。乳がんは早期に発見されれば10年相対
生存率90%以上と、「治る可能性の高いがん」で
もある。
　ただ、乳がん検診での乳房Ｘ線検査（マンモ
グラフィー）は苦痛をともなうため、女性から敬
遠されがちだ。そのため40～60代女性の検診
率は5割に満たず、乳がんの発見遅れにつな
がっているといわれている。
そんななか、乳がんの早期発見に向け、画期

的な技術で注目を集めているのが神戸大学認
定ベンチャー企業「TearExo（ティアエクソ）」だ。
　代表取締役である堀川諒氏は33歳。同社の
共同創業者兼技術アドバイザーの竹内俊文名
誉教授らがかねてから取り組んできた研究内
容である、『涙』の成分からがんを検査する世界
初の技術「TearExo®法」をコア技術に企業を立
ち上げた。
「大学・大学院生の頃からなにより研究が好き

7

起業の経緯について

『涙』を乳がん患者の希望につなげる
神大認定ベンチャー企業

株式会社TearExo

代表取締役

堀川 諒 氏

〒657-8501
神戸市灘区六甲台町1-1
☎ 090-5492-9711

テ ィ ア エ ク ソ



でした。竹内先生から起業の話を聞いたときは『ぜひ一緒に
やりたい！』という感じでしたね」と語る堀川氏。両親は教師で
あり、子どもの頃は自らも教師になりたいと考えていた。しか
し、そんな氏に両親はこう言ったという。
　「深みのある教師になりたいなら、なにかひとつ“専門分
野”を持ちなさい」そんな言葉を受け、自分が打ち込めるこ
とはなにか考えた。そこで思い出されたのが、入院していた
祖父のことだ。「病院に訪れて元気な顔を見たのですが、そ
のたった8時間後に亡くなってしまいました。人間の生死に
対する自分の無力さを実感しました」そこで、「人の命を救
うための研究をしたい」と思い立ち、出会ったのが神戸大
学・竹内教授の研究室だった。
　学部から院生活を通して「研究漬け」の生活を満喫。修士
課程修了後は大手メーカーの研究職に身を置いた。また、
違った視点を身につけようと考え研究とは無縁の人材関連
企業に6年間勤務した。しかし、「人の命を救いたい」という
学生時代の想いからは距離ができてしまっていた。そんな
時、かつての恩師からベンチャー立ち上げの打診を受ける。
2019年のことだった。
　「技術・研究を十分理解した若手に運営を任せたい」と
いう竹内教授の思いを受け、これまでの研究成果を事業
化するために邁進した。TearExoを創業したのは2022年。
その1年前の2021年4月からは母校に社会人大学院生とし
て再び入学した。今は博士課程の修了に向けて研究に取り
組んでいるというから、研究好きは健在だ。

　「血液・汗・尿などさまざまな体液を使う検査方法が開
発されていますが、TearExo®法で使う『涙』は最も不純物
が少なく、きれいな体液です。また、痛みなく、簡単に採取
可能ですので、検査を受ける方としても、血液はもちろんそ

の他の体液よりも苦痛や嫌悪感なく提出しやすいという
メリットがあります」
　検査は涙の採取に5分とかからず、検査結果も専用の自
動分析装置を用いて30分ほどで出すことができる。
　「創業から現在に至るまで、さまざまな方々のご支援を
得ました。乳がん患者の会の方々からは『私たちの希望に
つながる事業だ』との評価をいただくことができました」
　がん患者との交流を通して、自社の技術が再発の不安
に長年苛まれるサバイバーに期待されていることに気づくこ
とができたという。
　2025関西万博では「大阪ヘルスケアパビリオン」への
出展が決定した。実用化に向けた製造技術の開発も進
められ、乳がん患者や医師などから広く期待を集めてい
る。乳がん以外のがんをはじめとするその他の疾患への
応用も検討中だ。
　「涙で健康診断ができる社会をつくること、それが私た
ちの目標です」と語る堀川氏。
　悲しみの象徴である『涙』だが、喜びや感動にともなうポ
ジティブな側面もある。そんな涙を介して、不安のなかにい
る人々に希望を届けるために。堀川氏、そしてTearExoの挑
戦はつづく。

8

技術内容と今後の展開

信用保証協会を利用して運転資金を確保しました

研究開発には先立つものが必要でしたので、202４年4月、「スタート

アップ創出促進保証制度」を利用しました。 個人保証によるリスク

の心配がなく、研究員の人件費や原料費、外注費といった諸経費

の支払資金が調達できました。技術力を評価して保証してもらった

おかげで融資がスムーズに進みましたので、とても助かりました。
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月

保 証 状 況

保 証 申 込

保 証 承 諾

保証債務残高

代位弁済（元利）

件　数 金　額前年比 前年比 件　数 金　額前年比 前年比

（単位：件、百万円、%）

当月中 当期中

実際回収（元損）

1,689

1,626

−

135

−

79.1

79.9

−

75.0

−

25,167

23,582

−

1,295

440

64.5

65.1

−

85.0

112.6

11,091

10,579

124,368

924

−

100.0

100.7

97.2

114.5

−

203,254

189,799

1,700,827

10,165

2,589

100.3

100.8

95.8

110.5

90.0

令 和 　 年６

　8月の保証承諾のうち、運転資金は22,020百万円(前年同月比36.0％減)となり、前年同月と比べ下回
り、設備資金は643百万円(同23.5％減)となり、前年同月と比べ下回った。

資 金 使 途 別

　8月の業種別保証承諾の状況は、サービス業3,664百万円（前年同月比21.5％減）、不動産業1,643百万円
（同27.7％減）、建設業6,620百万円（同28.0％減）、卸売業3,532百万円（同34.5％減）、飲食店705百万円
（同39.9％減）、製造業3,637百万円（同43.0％減）、小売業2,831百万円（同44.7％減）、運送・倉庫業899百
万円（同46.6％減）等で前年同月を下回った。

業 種 別

　8月の金融機関群別保証承諾の状況は、地方銀行2,049百万円（前年同月比23.8％減）、第二地方銀
行3,151百万円（同33.5％減）、信用金庫16,148百万円（同34.5％減）、都市銀行358百万円（同42.7％
減）、信用組合1,869百万円（同46.8％減）で前年同月を下回った。

金融機関群別

40,000

30,000

70,000

60,000

50,000

20,000

保証承諾 （前年比較）
（単位：百万円）

令和5年 令和6年

7月

35,385 36,429

令和5年 令和6年

6月

46,448

58,981

令和5年 令和6年

5月

37,796
41,856

令和5年 令和6年

4月

32,389
28,951

令和5年 令和6年

2月

35,400 36,476

令和5年 令和6年

3月

52,877
47,594

　8月の保証承諾は1,626件(前年同月比20.1％減)、23,582百万円(同34.9％減)となり、前年同月
と比べ、件数で408件、金額で12,667百万円下回った。
　また、保証申込は1,689件（同20.9％減）、25,167百万円（同35.5％減）となり、前年同月と比べ、
件数、金額ともに下回った。

保証承諾

令和5年 令和6年

8月

36,249

23,582

10,000
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2,000,000

1,800,000

1,400,000

1,600,000

1,200,000

　8月末の保証債務残高は、124,368件(前年同月比2.8％減)、1,700,827百万円(同4.2％減)とな
り、前年同月と比べ、件数、金額ともに下回った。

保証債務残高

（単位：百万円）

1,000,000

保証債務残高 （前年比較）

令和5年 令和6年

8月

1,700,827

1,774,787

令和5年 令和6年

7月

1,710,303
1,783,560

令和5年 令和6年

6月

1,705,946

1,794,542

令和5年 令和6年

5月

1,707,283

1,803,299

令和5年 令和6年

4月

1,714,918

1,811,177

令和5年 令和6年

2月

1,729,591
1,814,369

令和5年 令和6年

3月

1,724,512

1,815,754

　8月の事故報告受付は、271件(前年同月比13.4％増)、3,070百万円(同53.0％増)となり、前年同
月と比べ、件数は32件増加し、金額は1,064百万円の増加となった。
　事故報告残高については、8月末で1,173件（同17.8％増）、12,581百万円（同20.0％増）となり、
前年同月と比べ、件数、金額ともに上回った。

事故報告

（単位：百万円）

0

2,000

2,500

3,000

4,000

3,500

1,000

500

1,500

事故報告受付 （前年比較）

令和5年 令和6年

8月

2,006

3,070

令和5年 令和6年

7月

2,826 2,738

令和5年 令和6年

6月

2,661 2,768

令和5年 令和6年

5月

2,951
2,634

令和5年 令和6年

4月

3,119
3,581

令和5年 令和6年

3月

2,276

3,202

令和5年 令和6年

2月

2,248

3,050

　8月の代位弁済は、135件(前年同月比25.0％減)、1,295百万円(同15.0％減)となり、前年同月と
比べ、件数は45件減少し、金額は229百万円の減少となった。

代位弁済（元利）

（単位：百万円）

0

500

1,000

1,500

3,500

3,000

2,500

2,000

令和5年 令和6年 

8月

1,524
1,295

令和5年 令和6年 

7月

2,364
2,173

令和5年 令和6年 

6月

2,320

3,129

令和5年 令和6年 

5月

996

1,536

令和5年 令和6年 

4月

1,996 2,033

令和5年 令和6年 

2月

1,026

1,955

令和5年 令和6年 

3月

1,256

1,923

代位弁済 （前年比較）
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信用保証をご利用できる方
以下①～④のいずれにも該当している事業者の方が信用保証をご利用できます。

業種・営業形態などにより、ご利用いただけない場合もございます。
詳しくは、当協会窓口までお問い合わせください。

①資本金または従業員数のいずれかが、右表の企業基準に該当していること。
特定非営利活動法人（NPO法人）の場合は、従業員数（製造業等：300人以下、卸売業・サー
ビス業：100人以下、小売業・飲食業：50人以下）が該当していること。
②個人の場合は、兵庫県内に住居、事務所または営業所を有し、事業を営んでいること。
　法人の場合は、兵庫県内に本店または事業所を有し、事業を営んでいること。
③許認可等を必要とする事業の場合は、当該事業に係る許認可等を申込人名義で
　受けていること。
④事業上必要とする運転資金または設備資金であること。

暴力団等の反社会的勢力とは取引いたしません。 
第三者が介在・介入する申込はお断りします。

兵庫県信用保証協会のネットワーク

788

みずほ銀行

姫路女学院高校

県姫路総合庁舎

本　　　所： （代表）

神戸事務所：

神戸阪急

法務局・ハローワーク

但馬銀行

県加古川総合庁舎

※1 建設業、運送業、不動産業、旅行業を含みます。
※2 自動車または航空機用タイヤ及びチューブ製造業並びに工業用ベルト製

造業を除きます。

業　種 資本金 従業員数

3億円以下

3億円以下

1億円以下

5,000万円以下

5,000万円以下

5,000万円以下

3億円以下

製造業等 ※1

卸売業
小売業・飲食業
サービス業

医療法人等

ゴム製品製造業 ※2

ソフトウェア業
情報処理サービス業
旅館業

300人以下

900人以下

100人以下

50人以下

100人以下

200人以下

300人以下

300人以下

国家戦略特区において商工業とともに農業を営む方も信用保証をご利用
いただけます。

当協会はサンテレビの情報番組「あんてなサン」の番
組スポンサーをしています

ご希望の方に保証時報を毎月送付いたします（送料は
当協会が負担）。 ご希望の方は総務企画部企画調整課
（☎ 078-393-3922）までお申し出ください。

保証時報の送付について

● 女性企業家の皆さまへ
女性企業家相談窓口 ☎  078-393-3910

 (経営支援部 支援推進課内)

● 事業承継をお考えの皆さまへ
事業承継相談窓口 ☎  078-393-3962

 (経営支援部 支援推進課内)

● これから事業を開始する皆さまへ
創業準備相談窓口 ☎  078-393-3912

 (経営支援部 支援推進課内)

● 事業経営全般に関する相談について
経営サポート相談窓口 ☎  078-393-3969

 (経営支援部 支援推進課内)

あんてなサン（サンテレビ）
毎週日曜日／22時～22時30分放送

お客様総合相談室
寺 口 室 長 TEL 078-393-3905

経営支援部

本所・事務所・支所のお客様総合相談窓口

岩 永 副 部 長 TEL 078-393-3920

TEL 078-393-3909

TEL 078-393-3915

TEL 06-6411-4133

TEL 079-289-3611

TEL 0796-22-5171

TEL 0799-22-4493

TEL 0795-22-6775

TEL 079-424-1105

戸 田 副 所 長

福 井 副 所 長

岩 崎 次 長

岩 川 次 長

按 田 次 長

松 田 副 所 長

大 禮 副 所 長
（保証相談一課、二課、三課）

佐 藤 副 所 長
（調整相談一課、二課）

代位弁済後のご返済等に関する
お客様総合相談窓口

米 谷 副 部 長 TEL 078-393-3914
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